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完成された

大町山岳博物辞

思えは五年間という才月は長いようで短いものである｡終戦後の混乱に世をあげてまき

こまれていた当時､大町の青年たちの求めた文化意志は博物館の設立へと結集された｡こ

の熱意のひきおこした連鎖反応は､市民の積極的援助となり大町は博物館建設に一丸とな

って二十六年十一月一日､大町神栄町地籍に開館をみた博物館も､この七月一日を期して

新館に移転することになった｡しかしながら､開館日なお浅い当館の未完成状態を脱して

より完全なものとなるために皆さんの善意ある御批判と御助言を心から期待する｡
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閉　園開園~
｢山の博物館｣の育成

全国的支援の下に
北アルプスの麓大町に　山岳博物籍が設立されてから6年になり

ます｡この間大町市は苦しい地方財政下にありながら､鋭意これが

充実に努力してまいりました｡幸い昨年蘭ま久しく懸案であった館
の弦大新薬が実現し､今後の発喪の薗礎が築かれました｡又更に居

谷里湿原結合調査､頃黒部地域雨量観測､映画｢白い山脈｣の投影

指運など､舘の事業面においても日本的な博物館として注目される

ようになったことは山岳愛好者の皆様と共によろこびにたえません

大町山岳博物館は勘こ地方の文化センターとしてのみでなく､日本

山岳界のセンターとして､また登山者のメッカとして　日本を代表

する世界的な山岳博物館を目さして設立され,`このであります｡そし

て今､大町山岳博物館は黒部自然商の開設という国家的犬運動に話

手しまLjこ｡しかしながらこのような大構想の実現は､全国の理解

ある多数の方々のバックアップがあってこそ､はじめて可能なので

あります｡昨年私L:=ちは山岳博物館を航､くから援助し､特色ある

本邦唯一の施設として育て上げるために､御理解ある方々の御賛同

を得て､大町山前菖物館後援会を組織し､ ｢山と博物館｣の発行､

その他二､三の部業を推進してまいりました｡今年掛ま後援会を郷

土出身者､あるいは全国山岳団体等による｢山岳愛好者の集い｣と

して全軸勺規模に拡大強化し､ますます事業の活発化をはかり､ ｢

山の博物館｣を育成して行きたいと思っております｡やがて完政さ

れた理想的な山部韓物館が､広く全国から訪れる登山者､観光客､

学士等のために利用の優を与え､より有意義な活動を霞開できるな
らば私L/'=ちのこの上ない喜びと存じます｡なにとぞ趣旨に御賛同

下さって､御協力､御支援賜れるよう御願い申上げます｡

会　の　規　約

1 ､この会は大町山岳博物館後援圭といい事務所を長野県大町市

大町山岳博物館佃こおく｡
2､この会は会員相互の親睦をはかつ山岳文化の普及向上につとめ

山副事物鱒の育蘭こ参画する0
3､この会は次の事業を行う｡

o月刊紙｢山と博物館｣の発行｡

o登山､スキー､ハイキング｡

o講習会､講演会､映画会､展覧会､採集会､見学会等の普及事

業o

o登山､スキー､観諾案内所､登山みやげ品販売所､登山者宿泊

所の開設｡

o遭難防止及び遭難救助対策の確立｡

o山岳の自然保護､資料の収集､保管､展示､調査研究活動o

oその他必要と認めた事業｡

4､この会には次の会員をおく｡

(1)維持会員(本会に対し援助する団体または個人で一時金五千円

以上を納入するもの)

大町山岳博物舘指定山小屋一覧

山小屋名

大rl,｣､屋

ia'十ノ木小屋

冷池小屋

種池小屋

舟運小屋

烏帽子′ト毘

餓鬼富小屋

開設期間　催　　　　　考

7.1-8.31琵嵩､針ノ木方両

葛烏帽子方面

※上記山小屋利用の陳は､信用一週間前に会員証同封の上御申込み

下さい(返信切手8円同封のこと)一割引券が交付されます｡

※宿泊料は2食付主食持参のこと｡

(2)特別会員(博物館の協議会において稚選するもの)

(3)通常会員(年額千円以上を納める団体､年額三百円以上を納入

する個人)

5､会員には次の特典がある｡

o博物館の諸行事を通知し参加の仮をはかるo

o月刊紙｢山と博物館｣の他博物館で出版する印刷物を配布する

°博物矧こ支障のない限り､博物館の資料(標本､図書､写真､

)器具の借り出しをあっせんするo

o博物館に支障のない限り､施殻の開放をするo

o団体においでは講師､指導者派遣の求めに応じる｡

o博物館を燕料で観覧できる｡

o博物館の指定する施設(例えば山小屋等)の割引を受ける0

6､この会には次の役員をおき任期は一年とするが､雷任すること

もできる｡

会長･･･一名　運営委員会で権遷し､総会で決める｡

運善委員-若干名　会員中より選出し委員会を構成する｡

庶務去計-一名生長が推選する0

7､この会は次の会合を行なう｡

繚会･･･毎年一回一月に行ない会務報告､役員改選などを行う｡

運営委員去･･･必要に応じて随時開き会の運営を協議する0

8､本会の会計年蘭よ一月一日から十二月三十一日までとする｡

附則　本規細工総会において決め､改廃することもできる｡

:会　の　事務　規　定

1 ､ ｢山と博物館｣の編集は博物館で行ない会員は抜穂することが

できる｡

2､小･中･高楼生で｢山と博物館｣の騎続を希望するものは実費

で販売する｡

3､会員には会員護を交付する会員護を受付へ提示すれば本館の無

料観鷺､諸行事-の参劃､その他罷々の便宜のあっせんを受ける0

4､通常会員で団体会員は二十名以上とし会員名簿を提出するもの

とし､会員透は団体名で交付し会員名簿記名人以外は使用すること

ができない｡ ｢山と博物館｣その他印刷物は団体苑二十都の配布を

受ける｡個人会員はその家族も会員護の使用ができる｡

5､入会は氏名､住所､職業､年令を申込用紙に明記､規約第四項
の会費をそえて申込むものとする｡

6､本会の通常会員は入会した日より向うーカ年で会員護の切かえ

と会嬰の納入をしなければならない｡但し推持会員はその限りでな
い0

7､本会の会員護の切かえをしない時､会費未納の場合会員でなく

なる｡

8､本会の会員が二十名以上の場合支部を設置することができる｡

9､本会には名簿､会計簿､備品台帳は常備しておかなければなら

ない｡

IO､博物館資料､器具等の借用､施設の利用を話望するものは使用

日の一週間前に規定申込用紙に記入博物館長宛申込むものとするo

ll､講師､指導者の派遣を希望するものは､一ケ月前に事業の名称

主催者､連絡先､申込団体名､期日､時間､場所､目的及び内容の

概略､希望する講師､指導着を用紙に記入申込むものとする｡この

場合の経費は原則として主催者側が負担するが博物館､もしくは後
援会の事業としての助成もある｡

12､博物館指定施設の利用を希望するものは博物館宛会員護をそえ

申し込むと割引券が交付される｡

後援会組織による施設充当年次計画

○現代日本､世界の登山､スキー用具､山岳図書○全国山岳､

スキー､観光写真○登山､スキー､観光案内所､登山土産品販

売所､登山者宿泊崖○世界､日本の高山生物飼育､栽培施設○

水族館､子供動物園､遊園地○日本産サクラ繭街路節○山′ト屋

､ヒエッチ､分館の設置､山岳気象観測所○山岳映画､新聞の

蟹作､発行､その他図書刊行○各種学会､研究会の設置(山岳

映画､写真研究会､山岳史学会､山岳美術会､山岳民俗研究会

登山､スキー没術研究会等) 0山岳学投､ガイド養成所○世界

､日本における山岳先駆者遺品収集○山岳遭難救勘租織の確立
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後　援　会
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黒部ダムと富山県の観光
通　有　義　巳

富山県の代表的な十二民謡の王座をしめている越中小原節の歌詞

に次のような名文句がある｡

常敏幸､神道､片貝､黒部､皐月､庄川､小矢部川の七大川は

実にや電気の王国､お米と糞でその名も高いオハラ富山県

富山県の地勢と産業を名調子にうたい上げて実にみごとである｡こ

れらの河川は電気王国の宝軽であ`り､なかでも常願寺川､黒部川は

立山連峰と後立山連峰の多雪､多雨地帯を流域に含み.水力電気資

源の最高のものであろう｡しかし､降雨期にはそれだけに下流県民

の心胆を寒からせている｡大正末期から始められた水力発電業界の

開発事業により､次第にそのうれいも減少し､砂防施策の充実とあ

いまって､県民の福祖増進に寄与している｡

戦後､国土の保全と観光思想の振興による景勝地の保護育成は､

国土の狭除化による未開発資源の開発機運と対立するようになった

が､これはその目的とするところに起因があってやむを得ないもの

がある｡黒部川系統の発電工事もその例にもれず､電源資源開発に

当っては､常にこのことをくり返しつつ､或るときは調整をはかり

ながら今日に至った｡

建設工事第二年目をむかえる(嘩備工事を含めて)黒部第四発電

所建設事業も､中部山岳国立公園の中枢部で行おれる大工轟だけに

景観､政教の損傷の問題については日光国立公園の尾瀬沼とともに

関係各方面の注目を集めているのは周知の通りである｡

ここにその工事の概観をみよう｡

黒部川はその源を北アの峻峰､鷲羽岳に薙して､立山連峰と白馬

連峰の間をめい､八千八谷の諸渓流をああせて北流し､愛本下流で

有名な黒部扇状地帯を形成して富山湾にそゝいている｡流量豊富な

河Iiiで､流域は一般に花崗岩からでき､しかも全国屈指の急勾配を

もっている｡急端奔流は若駒をけづり､孤岩を流し､ごうそうなU

字峡谷をつくって､上廊下､下廊下を中心とした峡谷美は霧降立山

と共に中部山岳国立公園の王座をしめている｡電源地帯としては大

正時代から着日され､下流部から順次開発が進んですでに273.430

KW (内関西電力分五発電所243,700KW)を発電している｡本邦で

もまれな大降雪地帯として一年の大半は雪中にときされろ気象上の

悪条件と､近接しかたい峡谷地帯という地勢上の不利にもかかあら

の　計　画

7月 1 日 亦��り���∴ i∵ 剪�

i慌 ��
8月 ? 白��ﾕ�~�廩�"�集団登山によ-i 曾享､ ����

て正iノい山鹿:め 4研究登…山田の科学を学ぶ 日 

1摘譲陸坤ヰ 

再会唐告､牢民館仁一 
ず､営々として電源開発の斧がふり下されていたのである｡

璽深く熊もさけ行く山峡に

人の入りいて利様はずむ吉

以下少し計画の特長を述べてみよう｡

降雨量文は水量の利用度の高い黒部川中流に｢アーチダム｣を築

造して､有効容量1.5億m3の大人造湖(貯水)を造り､融雪期の豊

富な河水を貯水して25.8万KWの最大出力をうるとともに流量を調

整流下して.下流発電所の流況を改善するもので､冬期渇水期にも

下流の既設発電所とあいまって約50万KW (増加分40万KW)の系

統負荷発電を可能にする発電所を新設するものである｡

このダム建設には､峻険な山を破り､平出な陸運や軌道が延長増

設されるわけで､これにより今日まで容易に近寄り得なかったいわ

ゆる人跡未踏の大景観を短時日に探勝できることになる｡

人造湖上の避鷺船の利用により､富山市-弥陀ガ原-立山一人造

立山湖喋等繕E_一挙奈苦と一日にして大自然に接して楽しみ

得られることが､近さ将来にあることに思いいたすとき､国土保全

と建設計画におおかたの理輝をあおぎ､特に観光方面には格別の御

支援を賜りたいものである｡

1.ダ　ム

名称　御前沢堰堤　　位置　富山県中新川郡立山町　　型式　ア

ーチ式　ドーム溢流塾｢コンクリート｣造　　高さ186m

提頂長　526m　　提頂巾10m　　基礎岩盤　花崗岩

2.貯水地(人造湖｢立山湖｣ )

滞水位標高1448m　　湛水面積　3,488,950mj　線貯水容量

199,285. 175m:

現兄の白ばもとどかぬ谷底より

こゝにをこゆる黒部川の吾か　(Ii旧順) (富山県観光課長)

会　員　募　集　中　〟

後援会ではたゞいま新年度会員を募集しています｡別面規

約､事務規定を御参照の上､趣旨に御賛同下さる方は､別

紙入会申込書に会費をそえ､長野県大町市大町山岳博物誌

宛御申込み下さい｡なお不明な点は博物館宛御照会下さい

⑥購読会員　′ト･申･高校生で本会発行｢山と博物館｣を

購読御希望の方は1年分購読料170円(郵送料共)を現金

書脅または郵便為替で御送り下さい｡



④　　　　　1957年5月15日　　　　　　　山　と　博　物　館　　号外　　　(第3謹郵便物認可)
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